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研究成果の概要（和文）：本研究は、大学生の健康管理の充実が将来の健康増進に寄与するか検証することを目的とし
た。本学を10、20、30年前に卒業した同窓生に、自己記入式質問票を郵送し、（大学時代の）①大学時代の身長・体重
、②喫煙の有無、③歯科検診受診の有無、（卒業後の）④体重変化量、肥満、糖尿病、高血圧、高尿酸血症、脂質異常
症、脂肪肝、大腸ポリープ、癌の有無、⑤呼吸器疾患の有無、⑥歯周病の有無、について回答を得た。大学生時代の肥
満・過体重は卒業後の肥満、高血圧、脂肪肝、高尿酸血症の発症と有意に相関があることが示され、大学時代の積極的
な体重管理指導は、疾病発症予防を通じて、生涯の健康度を向上させることが示された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to demonstrate the effectiveness of health management in
 university students on their lifelong health quality. The questionnaire asking 1) height and body weight,
 2) smoking status, 3) dental care status in university days, and 4) change of body weight and the status 
of obesity, diabetes, hypertension, hyperuricemia, hyperlipidemia, fatty liver, colon polyps / cancer, 5) 
status of respiratory disease, 6) status of oral health condition after university graduation, were delive
red to the our university alumni members after 10, 20, and 30 years of graduation. The answer sheets were 
collected and analyzed. These results demonstrated that the obesity and overweight in university days have
 a significant relationship with the onset of obesity, hypertension, fatty liver, and hyperuricemia after 
graduation. Body weight control for university students might improve lifelong health quality through the 
suppression of onset in various lifestyle-related diseases.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
国民が「慢性疾患を予防し適切な治療を受
けて自己管理する能力をもつ」ことが、良質
の医療を効率的に提供できることが、近年報
告 さ れ て い る 。 (Bagust A et al. 
Diabetologia 442140:2001, Palmer AJ et 
al. Clin Ther 26:304:2004, Sidorov J et al. 
Diabetes Care 25:684:2002. Wake N et al. 
Diabetes Reｓ Clin Prac 48:201:2000） 
平成 20 年度から、各種生活習慣病の予備
軍であるメタボリック症候群を対象とした
特定保健指導が開始されているが、対象年齢
は 40～74 歳である。メタボリック症候群と
診断されるまででなくても、その予備軍が存
在する 40 歳未満こそが、自己健康管理能力
育成のための教育が必要と推察されるが、現
在のところ科学的根拠には乏しい。 
我々の調査では、運動不足や食事に問題あ
りと申告する学生も少なくなく、生理痛・頭
痛・歯周病をかかえる学生も少なくない（表
1）。しかし、従来の健康診断は「疾病の早期
発見・治療」のみに重点を置いていたので、
“異常無し”と判定された学生は「健康を維
持・増進する」という指導も受けず、症状が
出なければ健康だと考えるようになってし
まう。 
表１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これだけの必要性があるにもかかわらず
「将来の健康を増進するための大学生の健
康指導はどうあるべきか」という視点で行わ
れた研究はほとんどない。大学生時代から卒
業後も長期間の健康状態を観察した研究は、
我々の知る限りない。海外に、College 
Alumni Health Study（CAHS;ハーバード大
学 1916～1950 年とペンシルベニア大学
1928～1940年の卒業生）やGlasgow Alumni 
Cohort（グラスゴー大学 1948～1968年の卒
業生）のコホート研究はあるものの、現大学
生のための視点での検討は不十分である。ま
た、わが国では同様のコホート研究は、知る
限り無い。 
 
２．研究の目的 
大学における学校保健の充実が、卒業生の
生涯にわたる健康増進につながるというこ
とを科学的根拠として示すことを目的とす
る。 

本研究では、以下の事項を明らかにするこ
とを目的とする。 
(1)学生時代の体重、卒業後に増加した体重
と、糖尿病発症危険度の関係について 
(2)学生時代の喫煙の有無、卒後の喫煙の有
無と、呼吸器疾患危険度の関係について 
(3)学生時代と卒後の歯科管理状況と、現在
の歯周病危険度・脱落歯数との関係について 
 
（１）大学時代の体重・卒後の体重増加と糖
尿病発症の関係 
肥満大学生が近年、増加しており、本学で
も男子学生の 14%が肥満である。国民栄養調
査の結果でも、近年、日本人男性は 30 歳代
以上の年代で肥満者の割合が増加しつづけ
ており、糖尿病患者増加原因のひとつと考え
られている。「大学生時代に健康体重である
こと」「卒業後に健康体重を維持すること」
で糖尿病発症を予防できるかの検討から、大
学生の体重管理指導充実のための理論的根
拠を提示する。 
（２）大学時代と卒後の喫煙の有無と呼吸器
疾患発症の関係 
 喫煙者の多くは大学生の時期（成人する
時）に喫煙を始めているため、大学構内禁煙
による環境づくりの必要性が各方面より指
摘されている。「大学構内の禁煙環境を整え
て、喫煙開始を阻止すること」で、将来の呼
吸器疾患（肺癌含む）発症を予防できるかの
検討から、大学の禁煙推進業務の理論的根拠
を提示する。 
（３）大学時代と卒後の口腔内管理状況と歯
周病発症の関係 
 学校保健法によると、大学は歯科健康診断
が必須項目でないため、大学時代に歯周病予
備軍となる学生も少なくない。本学の歯科健
康診断では 20%に加療が必要であった（表 1）。
国民栄養調査では 50～60 歳代の歯周病有病
率が 80%以上である。「卒業後も口腔内のケ
アーを続けること」が将来の歯周病発症や脱
落歯を予防できるかの検討から、大学時代の
歯科健康診断と保健指導の充実のための理
論的根拠を提示する。 
 
以上から得られる科学的根拠により「大学
生の保健指導の充実は、国民の生涯健康維持
を増進し生涯医療費削減に繋がる」ことを示
すことができると期待される。 
 
３．研究の方法 

1970～1999 年の間に本学を卒業した、現
在およそ 30歳から 60歳の同窓生、約 20,000
人に調査依頼をし、承諾を得られた同窓生に
調査用紙を郵送し、現在の健康状態について
調査した。 
尚、承諾ならびに回収率を上げるために、
調査票はできる限り、下記のように簡便な回
答ですむものを作製した。 
（１）体重と糖尿病発症危険度 
 学生時代の体重、過去最高・最低の体重、
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現在の体重を自己記入してもらう。今までに
糖尿病または糖尿病予備軍と指摘されたか、
あるいは、糖尿病で通院加療中か、を問う。 
（２）喫煙と呼吸器疾患危険度 
 学生時代の喫煙の有無、卒業後の喫煙の有
無を自己記入してもらう。今までに肺癌、慢
性閉塞性肺疾患を含む肺疾患を指摘された
か、加療後または加療中か、を問う。 
（３）歯科管理状況と歯周病 
 学生時代並びに卒業後の歯科健康診断の
受診頻度、かかりつけの歯科医がいるか、を
問う。今までに歯周病の指摘や加療をうけた
か、現在の残存歯数を問う。 
尚、疾病有病率を調査する際、自己申告調
査でも 95%の信頼度があると報告されてい
るので、本研究でも回収率向上のため簡便な
自記式を選択することとした。 
 
４．研究成果 
 本研究は、「大学生の健康管理体制ならび
に健康教育の質充実が、将来の健康増進に寄
与するか」という課題を検証すべく調査を実
施した。つまり、「大学生に健康診断の結果
に基づいた個別健康教育(テーラーメード指
導）を提供することは、生涯健康度を改善す
る」ことについての科学的根拠を示すことが
できたと考えている。 
 本学（総合国立大学）の卒業生を対象とし
て、自己記入式質問票による調査を郵送で実
施した。卒業後、10年、20年、30年の卒業
生から回答を得た。質問票では、まず、大学
生時代の健康情報について質問した。すなわ
ち、①身長と体重、②喫煙の有無、③歯科検
診受診の有無とかかりつけ歯科の有無、であ
る。次に、卒業後の健康変化と疾病状況につ
いて、④卒業後に変化した体重量、現在の肥
満、糖尿病、高血圧、高尿酸血症（痛風）、
脂質異常症、脂肪肝、大腸ポリープ、がんの
有無、⑤呼吸器疾患（ぜんそく、慢性気管支
炎、肺がん）の有無、⑥歯周病（歯肉炎、歯
槽膿漏）の有無、を質問した。 
 上記の質問紙を回収・入力し、上記の①と
④、②と⑤、③と⑥の間の関係について解析
したところ、大学生時代の肥満・過体重は（現
在の体重ではなく）、卒業後の肥満、高血圧、
脂肪肝、高尿酸血症（痛風）の発症と有意に
相関があることが示された。 
 以上より、大学生に積極的な体重管理指導
と啓発を行うことは、疾病発症予防を通じて、
生涯の健康度を向上させることが示された。 
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